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船舶事故調査報告書 

 

                               令和元年９月４日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成３１年３月１２日 １４時００分ごろ 

発生場所 沖縄県うるま市平安座
へ ん ざ

島東方沖 

 金武
き ん

中城
なかぐすく

港浜
はま

比嘉
ひ が

口灯標から真方位３５０°１,５００ｍ付近 

（概位 北緯２６°２０.７′ 東経１２７°５９.６′） 

事故の概要  プレジャーボートPRIMA
プ リ マ

 VERA
ヴェーラ

・N
エヌ

は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

 PRIMA VERA・N は、船底外板に破口等を生じた。 

事故調査の経過 平成３１年３月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（那覇

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

プレジャーボート PRIMA VERA・N、１０トン 

 ２６０－２６２６８沖縄、株式会社トーヨーテクノ 

 ９.９０ｍ（Lr）×３.８６ｍ×１.５６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関２基、３３８.４kＷ（合計）、平成２年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２８年１０月２７日 

  免許証交付日 平成２８年１０月２７日 

（令和３年１０月２６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に破口及び擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 快晴、風向 北西、風速 約３.８m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の末期 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人（以下「同乗者」という。）

１人を乗せ、遊覧の目的で、平成３１年３月１２日１１時００分ごろ

沖縄県与那原
よ な ば る

町与那原マリーナを出航した。 

 船長及び同乗者は、うるま市伊計
い け い

島（以下、島及び半島について

は、「うるま市」を省略する。）及び宮城
み や ぎ

島を遊覧した後、与
よ

勝
かつ

半島と

平安座島を結ぶ全長約４.７km の道路（以下「海中道路」という。）

を見る計画としていた。 

本船は、約１６ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で東

方へ向けて航行し、津
つ

堅
けん

島の東側を通過して伊計島へ向けて航行を続
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けた。 

 船長は、１３時２５分ごろ、伊計島南東方沖において、海上が穏や

かで快晴でもあり、周囲に他船がいなかったので、機関を止めて漂泊

した後、ＧＰＳプロッターで水深が約２０ｍであることを確認した。 

 船長は、１３時４５分ごろ、海中道路に向かうこととし、発進前に

ＧＰＳプロッターを見たとき、水深が約２０ｍあったので浅所がない

と思い、機関を始動して平安座島東方沖に向けて真方位約２２８°の

針路及び約１６kn の速力とし、船首方を目視で確認しながら操船し

た。 

 本船は、平安座島東方沖に向けて南西進中、船長が、前方に白波が

立っているのを認め、白波を避けようと約１０kn の速力として航行

を続けたところ、１４時００分ごろ、平安座島東方沖の浅所に乗り揚

げた。 

 船長は、海上保安庁へ通報し、１６時２０分ごろ巡視艇により同乗

者と共に救助された。 

本船は、３月１７日１７時００分ごろ船長が手配した引船により本

事故発生場所から引き降ろされ、えい
．．

航されてうるま市平安座漁港に

陸揚げされた。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船の船底部損傷状況 参

照） 

 その他の事項  船長は、本船の喫水について、出航前及び海中道路に向かう際、測

っていなかった。 

船長は、伊計島南東方沖で漂泊してＧＰＳプロッターを見た後、平

安座島東方沖に向けて航行中、ＧＰＳプロッターを活用していなかっ

た。 

船長は、沖縄島海域での航行経験が年に１０回程度あったが、伊計

島沖から平安座島沖の海域を航行するのは本事故時が初めてであり、

同海域の水路情報を事前に確認していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、伊計島南東方沖において南西進中、船長が、同沖を初めて

航行する際、発進前にＧＰＳプロッターで見たものの、水深が約２０

ｍあって浅所がないと思い、前方を目視で確認しながら航行を続けて

いたことから、船首方の白波を見て速力を減じたものの、平安座島東

方沖の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が伊計島南東方沖において南西進中、船長が、同沖

を初めて航行する際、発進前にＧＰＳプロッターで見たものの、水深

が約２０ｍあって浅所がないと思い、前方を目視で確認しながら航行
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を続けていたため、船首方の白波を見て速力を減じたものの、平安座

島東方沖の浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・初めて航行する海域は、海図、水路図誌等を用いて事前に水路調

査を行い、航行可能な海域を把握しておくこと。 

・航行中は、ＧＰＳプロッターを活用して船位の確認を行うととも

に、浅所の状況や水深を確認すること。 
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✖ 

海中道路 

伊計島 

宮城島 

平安座島 

与那原マリーナ 

与勝半島 

津堅島 

本船 

事故発生場所 

（平成３１年３月１２日 

１４時００分ごろ発生） 

金武中城港浜比嘉口灯標 

付図１ 事故発生経過概略図 
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写真１ 本船の船底部損傷状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船首から船尾までの擦過傷 

船底中央部の破口 


